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令和4年3月１日より、丸協運輸では、『従業員の健康と安全
を守る事を目的』として、社用車を保有する事業所は道路交通
法施行規則で定められるアルコール探知機を使用した点呼を
実施することとなりました。
これは、令和4年10月1日道路交通法施行規則の一部の改
正、「アルコール検知器の使用に係る規定」の施行が決まり、
この施行を待たず、先駆けての取り組みとなります。

白ナンバー社用車の点呼実施スタート

各グループにて幹部会実施

令和4年3月～4月にかけて、各地グループごとに幹部会が行われました。
新任管理職の方も多く、2022年度の目標、取り組み計画などを発表し、
決意も新たに新年度のスタートを切っております。
中日本グループ幹部会では冒頭に渡部社長より、「顧客満足度・従業員
満足度・環境満足度」の向上を進めていくことが会社の使命、それを管理
職が中心となって取り組んでいってほしい、とのお話しがございました。
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2021年度、丸協運輸としてもSDGｓの
取り組みを様々進めてきました。

2021年8月にはEVトラックを導入、
またドライバーさん一人ひとりのエコ運転へ
の取り組みによって
1台あたりのに二酸化炭素排出量（kgCO2）は
前年比 ９８．８％ となりました。

皆さんが有給休暇5日以上取得でき、
社内の働き方改革がより進んでいる結果も
見られました。

また、請求書電子化を中心に、
およそ７０％のペーパーレス化ができた
部署もありました。

従業員皆さんの働きやすい環境作り＝SDGｓの取り組みにもつな
がっていきます。２０２２年度も 環境満足度・従業員満足度の向上を
目指して、SDGｓの取り組みも加速させていきます。



2022.4 丸協にゅーす今、知っておきたい物流topics

5

資料：経済産業省ＳＣＩ大賞ホームページ

左の図はヤオコー熊谷セン
ターの待機時間の様子です。
バース予約システム導入後、大
幅に待機時間が減っています。

待機時間に悩んでおられる方
があれば、参考にSCI大賞のサ
イトをご覧になってみて下さい。

売上規模で店舗への出荷頻度見直し

メガネの製造・販売を行っているジンズ社では、店舗の売上規模に応じて店舗への商品出荷頻度と
出荷量を調整することにしました。これにより配送によるCO2排出量を年間約15％削減でき、従業
員の作業工数削減も見込めるということです。

現在、同社では、大阪、千葉の物流拠点から、全国451店舗（2022年3月末時点）へ向けて
商品の配送を行っています。これまでは店頭での欠品リスク回避の観点から、全体の８割の店舗に対
して毎日、配送が行われていましたが、新店ならば小規模店でも毎日配送が行われるなど、物流サー
ビスレベルが高すぎる状態も発生していました。

売上規模ごとの出荷頻度・出荷量の最適化により、商品の出荷回数が約35％減少し、曜日ごと
の出荷量の変動も抑えられるということです。

このような改善は荷主の物流コスト削減につなが
るとともに、物流事業者にとっても作業の平準化や
残業時間・残業代の抑制にもつながります。

コストに関わる交渉のみでなく、顧客店舗の作業
者の負荷軽減や残業代の観点、CO2排出量と
いった点からも改善に向けた動きにつながる可能性
があるといえます。顧客の売上増・コストダウンに向
けた支援はもちろんのこと、今後は持続可能な物
流体制の提供も大事な視点といえます。

※ジンズ社ホームページより湯浅コンサルティング作成

毎日配送
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